
105

２
・
種
　
子
　
植
　
物

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

シオカゼテンツキ 
本県では「豊後水道域」に希に生育し，個体数も少ない。波の侵食や
釣り人による踏圧などで，生育地の減少や消滅が懸念される。 
 
豊後水道域 
 
 
本州(関東地方以西)，四国，九州(長崎・大分・宮崎・鹿児島)，沖縄 
台湾，中国，インド，マレーシア，オーストラリア 
 
海岸の岩の間隙。 
 
 
生育する範囲は狭く，波の侵食や人の踏圧により衰退した所がある。 
 
 
暖地植物。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Fimbristylis cymosa  (L.) R. Br.  
var. spathacea (Roth) T. Koyama

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ツクシテンツキ 
県内の分布域は狭く，温泉噴気孔付近だけに生育する。土地開発や噴
気孔の埋設などにより，生育地の減少が懸念される。 
 
九重火山群，由布・鶴見火山群，別府湾沿岸域 
 
 
九州(熊本・大分・鹿児島) 
 
 
温泉噴気孔付近の草地。 
 
 
温泉噴気の影響で他の植物の侵入は少ないが，土地造成や噴気孔の埋
設により消滅した所が多くなっている。 
 
九州の特産種。本県は，分布の北限域にあたる。国立公園指定植物［阿
蘇くじゅう］ 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
II

Fimbristylis dichotoma (L.) Vahl 
subsp. podpcarpa (Nees et Meyen) T. Koyama

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

ノハラテンツキ 
 

 

 

(耶馬渓地区)，(日田低地・丘陵地)，(玖珠丘陵地・山地)，(九重火山群)，

(豊後水道域) 

 

本州(近畿・中国地方)，四国，九州(佐賀・長崎・大分) 

朝鮮半島，中国，インド，フィリピン 

 

 

 

 

1920年代から30年代にかけての上記地域の標本はあるが，その生

育地は、いずれも把握されていない。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
II（大分） 

Fimbristylis pierotii Miq.




